
平成21年度

北海道高等学校教育研究会

〈
〓 報

第 91号

ご あ い さ つ

北海道高等学校教育研究会

会 長 宮 浦 俊 明

盛夏の候 となりました。高教研会員の皆様におかれましてはますますご健勝のことと存 じ

ます。

高教研は昭和39年 (1964年 )2月 に初めて開催され、今年度は47回 目を迎えます。この間、

日本の学問芸術の先端を行 く多 くの著名な方のご講演をいただいてお ります。昨年は、短編

小説の雄、日本ペンクラブの会長である阿刀田高氏でした。奥さまの朗読 もすばらしく、そ

れはひと時の演劇空間を思わせる舞台 となり、人の叡智を堪能 しました。

第47回大会の講演者は、分子生物学者 として第一線で活躍 している福岡伸一氏です。福岡

先生は著書「生物 と無生物のあいだ」において、人文科学 。自然哲学を問わず永遠のテーマ

である「生命 とは何か」を改めて問い直 しています。我々教員が日頃生徒に話す命の尊さに

ついて、異なる視点から生命の本質に迫るものと思います。ぜひ、ご参加 ください。

本研究会の二 日目の教科部会は現在14部会に分かれ、活発な活動を展開し、高教研の中心

的な存在 となっています。ここで多 くの先生が新たな知識や指導方法を獲得 し、会員相互が

交流のネットワークを組み、北海道の高校教育を支える柱 となっています。また、本研究会

は14の地区支部においてもそれぞれの研究活動をしています。毎年 3月 には高教研発足以来

続 く研究紀要が会員皆さまのご協力で発干Jさ れます。

高教研は会員の皆さまのご意見を聞きながら、我々教員の原点 としての教科力の向上 とい

う役割を今後 も一層担っていきたいと思います。我々の持つ専門知識は北海道の重要な資源

です。教科指導の中に我々を生かす力があり、生徒の生 きる力があ ります。

北海道高等学校教育研究会が明日の北海道の高校教育を支える我々の研修の場であること

を祈念 し、ご挨拶 と致 します。
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平成21年度 総 会 報 告

5月 12日 の午後 2時 00分 より、ホテルライフォー ト札幌において、本年度の総会が開かれました。

全道から地区支部長と各教科部会長が集まり、平成20年度事業の実施報告 。平成21年度事業計画の審議、

役員の改選が行なわれました。以下、その概要をお知らせ します。

(1)平成20年度 事業実施報告
ア 会報 第89号発行 (平成20年 7月 )

イ 大会案内発行 (平成20年 11月 )

ウ 第46回北海道高等学校教育研究大会

① 第 1日 目 全体集会  (平成21年 1月

② 第 2日 目 教科別集会 (平成21年 1月

工 大会要項発行 (平成21年 1月 上旬)

オ 研究紀要 第46号発行 (平成21年 3月 13日 )

力 会報 第90号発行 (平成21年 3月 13日 )

(2)平成21年度 事業計画
ア 第47回北海道高等学校教育研究大会

① 全 体 集 会

期  日 平成22年 1月 6日 (水 )

会  場 北海道厚生年金会館

研究主題 新 しい時代を切 り拓 く高等学校教育の創造

日  程

大会役員

青山学院大学理工学部教授 福岡 伸一 氏

未 定

根 室 支 部

■全体講演講師 青山学院大学理工学部化学0生命科学科教授 福岡 伸―氏 プロフィール

1959年 東京都生まれ。

京都大学および同大学院農学研究科博士課程終了。ロックフェラー大研究員、ハー

バー ド大学医学部博士研究員、京都大学助教授などを経て、2004年 から本学理工学

部化学 0生命科学科教授。分子細胞生物学専攻。

先生は、分子生物学者として第一線でご活躍されており、また、多数の著書を著

し、テレビ・雑誌・ネットにも多数取 り上げられるなど、いま、もっとも注目され

ている科学者のひとりです。

狂牛病問題では、生命科学者としての理念を貫 き、その発生原因の分析にも精力

的に取り組み、『もう牛を食べても安心か』や、『プリオン説はほんとうか ?』 という著書を著し、ノーベ

ル賞受賞の定説に一石を投じています。
また、著書『生物と無生物のあいだ』は、人文科学・自然科学を問わず永遠のテーマである「生命とは

何か」をあらためて問い直した名著であり、60万部を超えるベストセラーになっています。また、最近で

は、「生命とは動的な平衡状態にある流れである」という、ご自身の生命観の集大成ともいうべき新干J『動

的平衡』を出版され、話題となっています。
生物と生物でな′いことの区別は大変に難しい。それは、生きているという現象がなお十分に解き明かさ

れていないためである。そのために生命倫理をはじめ、「命」に係るすべてのものが、
いまもなお諸課題を抱えたままの状態になっています。

先生は、この「生命とは何か」という根本的なテーマに迫 り、生命の本質を解き明

かしてくれます。

【主な著書】『できそこないの男たち』『生命と食』『ロハスの思考』
『プリオン説はほんとうか』『もう牛を食べても安心か』

【連  載】『中央公論』 (「時評2009」 )

『週干J文春』 (「福岡ハカセのパラレルターンパラドクス」)な ど

賞】2006年講談社出版文化賞 【科学出版賞】
2006年「第 1回科学ジャーナリスト賞」

7日 )札幌コンベンションセンター

8日 )各会場

営

演

運

講

師

題
者〈

バ

講

演

司

9:00            10:30           12:00     13:00  13:40 15:40

準 備 受 付 開会式 講 演

〈最新刊〉

【受
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② 教科別集会

期    日 平成22年 1月 7日 (木 )

会場 。テーマ 教科部会ごとに決定

日    程  (概 要)

9:00 12:00       13:00 15:00     15 :30

受
付

講 演 又 は研 究 討 議
昼 食

(休 甜
心

講 演 又 は

研 究 討 議
部会・総会

※部会により時程は多少異なります。

講    師 各教科部会で決定 (委嘱状 0依頼状については、教科事務局で発送)

平成21年度 北海道高等学校教育研究会 教科別テーマ 0会場

イ 研究紀要 第47号発行

発 行 平成22年 3月

ウ 会  報 第91号 、第92号 発行

① 第91号 発 行 :平成21年 7月

② 第92号 発 行 :平成22年 3月  内 容 :第 47回研究大会 内容報告等

(イ)変
詈藉弩量為:「馨:見区嬰』讐秀給詈:子侮

まで)階
霞通みT復蕊霧)

② 日 程

執筆申込締切日 教科・支部まで 8月 24日 (月 )

執筆者本部決定 9月 7日 (月 )  原稿提出締切 10月 27日 (火 )

部 会 場 研 究 テ ー マ

国
五
日 札 幌 市 教 育 文 化 会 館 生きてはたらくことばの力

地歴・公民 北 海 道 札 幌 東 高 等 学 校 主体性を引きだす授業の創造 と評価の工夫 0改善

数 学
札幌エルプラザ または

札幌市厚別区民セ ンター 数学の良さを認識 し、それを活用する数学教育

理 科 北海道札幌啓成高等学校

主題

科学的に探求する能力 と態度を育てる理科教育はどうあるべ きか

副題

① 自然に対する関心や探究心を高める理科教育の在り方
② 自ら学ぶ意欲を育てる探究活動 0課題研究の進め方

保健・体育 北 海 道 東 豊 高 等 学 校 遅 しい生徒を育てる授業を求めて

養 護 札幌市教育文化会館305会議室 養護教諭の職務 と専門性

術 北 海 道 有 朋 高 等 学 校 豊かな感性を拓 く芸術教育

英 幌 大 学
21世紀に生 きる地球市民を育む英語教育
～新 しい流れに対応する授業をめざして～

家 庭 か で る 2 07(予 定) 未 定

曲辰 業
ン
館

イ
会

ス
保

一
健

ノ
曲辰

ル
北

テ
幌

ホ
札

北海道農業の持続的発展を進めることができる人材を育成するため、
どのように農業教育を推進するべきか

工 業 北海道札幌琴似工業高等学校 新 しい時代を切 り拓 く工業教育の創造 と実践

商 業 北海道大学学術交流会館 創造性豊かな人材育成のためのビジネス教育

水 産 北海道小樽水産高等学校 新世紀のふるさとをきり拓 く水産教育はいかにあるべ きか

止
目 北 海 道 札 幌 北 高 等 学 校

学びを拓 く情報教育とは

(情報化が育む能力 と態度)

◎ 参加料 会員2,000円  非会員3,500円  一般1,000円 (全体集会のみ) 1,500円 (教科別集会のみ)
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全 体 講 演 の 歩 み

～第21回大会以降～

回
開催

年度
講 自雨 氏 名 演 題

日召58
外山滋比呂 (お茶の水女子大学教授 )

伊藤 隆市 (北海道教育大学教授 )

新 しい人間像 と教育

北からの出発

22 日召59
黒羽 亮一 (日 本経済新聞社論説委員)

岡田 宏明 (北海道大学文学部教授 )

なぜ 今 教育改革か

北方民族における伝統 と近代

23 日召60
加藤 秀俊 (放送大学教授 )

石黒 直文 (北海道拓殖銀行常務取締役)

生涯教育の将来

これからの企業の求める人間像

24 日召61
江藤  淳 (東京工業大学教授 )

岡村 正吉 (北海道虻田町町長)

ことばとこころ

地方自治と教育

25 日召62
野坂 昭如 (作家)

小松 作蔵 (札幌医科大学副学長)

近ごろ思うこと

心臓移植をめぐって

日召63
多胡  輝 (千葉大学教授)

美濃 羊輔 (帯広畜産大学教授)

日本人と創造性

バイオテクノロジーの現状 と問題点

27 平元
金田一春彦 (文学博士)

高橋 良治 (釧路市丹頂鶴自然公園園長)

日本人の心

タンチ ョウの四季

28 平 2

菊地 元市 (青山学院大学法学部長)

高畑 直彦 (札幌医科大学神経精神科教授)

経済法秩序における公正 としての正義

―日米構造協議を中心に―

心の危機 と反応

平 3
なだいなだ (精神科医 作家)

坂本 与市 (北海道文理科短期大学学長)

心の底をのぞ く

オスとメスのエソロジー

30 平 4
伊東 光晴 (放送大学教授 京都大学名誉教授 )

古葉 竹識 (野球評論家)

技術革新の現在 と社会の変容

耐えて勝つ

平 5
C.W.ニ コル (作家)

若井 邦夫 (北海道大学教育学部教授 )

自然 と人間

子どもが発達するとき ―必要とあそびのあいだ―

32 平 6
中村雄二郎 (明治大学法学部教授)

杉岡 昭子 (札幌国際プラザ専務理事)

共通感覚 と自己表現

「故郷忘れがたく候」の旅

33 平 7
河合 雅雄 (京都大学名誉教授/日 本福祉大学教授 )

山中 燥子 (北海学園大学人文学部教授)

人間 ―進化の道からずれた動物二

世界の中の日本と日本人

34 平 8
佐原  真 (国立歴史民俗博物館副館長)

横湯 園子 (北海道大学教育学部教授 )

大むかしと現代

子どもを観る目 ―教育臨床心理の立場から―

平 9
浅井 信雄 (神戸市外国語大学教授 )

中野 武房 (北海学園北見大学教授)

国際化 と私たちの暮らし

カウンセリングを体験 してみませんか

36 平10
梶田 叡一 (ノ ー トルダム女子大学学長)

シンポジウム

変革期の高校教育を考える

「今こどもの心は」 ―問題行動の背景を探る―

37 平11 養老 孟司 (北里大学教授 ) か らだと脳

38 平12 河合 隼雄 (京都大学名誉教授) 青春の夢

39 平13 阿部 謹也 (共立女子大学学長) 日本社会の構造と教育

平14 五木 寛之 (作家) 日本人のこころ

平15 毛利  衛 (宇宙飛行士/日 本科学未来館館長) 宇宙の視点からの教育

42 平16
寺島 実郎 (三井物産戦略研究所所長

/日 本総合研究所所長)

世界潮流 と日本および北海道の進路

43 平17 吉村 作治 (早稲田大学国際教養学部教授 ) 夢の実現の仕方

44 平18
桜井  進 (河合塾、早稲田塾、数学講師

/sakurAi Science Factory主催)

サウンド オブ サイエンス ジョン 。ネイピア

～対数誕生物語

平19 金子  勝 (慶應義塾大学経済学部教授 )
ニュースの嘘と教育

]五20
阿刀田 高 (作家)

阿刀田慶子 (朗読家)

アイデアの発見
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平成21年度 地区支部・教科部会・事務局

〔役員〕北海道高等学校教育研究会役員

清

政

日
日

俊

憲

雅

信

泰

正

〈バ

会

副

〔監

〔顧

〔石

〔渡

〔檜

〔後

〔空

〔上

〔留

〔宗

〔糸岡

〔θll

〔根

〔十

〔月旦

〔日

〔事務局長〕
〔事務局次長〕

長〕 宮
長〕 西

中

事〕 岩
問〕 尾

武

金

7甫

岡

本寸

本

山奇

田

間

〔地 区 支

狩〕山 岡 正

島〕竹 内 和

山〕阿 部 正

志〕若 林 利

矢日〕蓬 田 恒

川〕小 り|1 龍

萌〕松 永

谷〕山 本 文

走〕前 川

路〕杉 澤 投

室〕飯 島 範

勝〕藤 本 勝

振〕見 方 益

高〕池 田 成

明 いL幌 旭 丘)

廣 いL山 の 手)

之 (札 幌 南)

隆 いL幌 開成)

夫  小 柳 六 郎

明  田 村   勘

克

本 田

大久保

大 庭

染 谷

島

一 (札幌琴似工)

俊 (札 幌 南)

隆 (札幌東商業)

志  綾 井 健 二

隆  青 塚 健 一

〔教 科 部 会 長〕

〔国   語〕喜 多 清 彦 (大   麻)

〔地歴 :公民〕古 林 由 則 (札 幌 東)

〔数   学〕細 野   敏 (北 広 島)

〔理  科〕青 塚 健 一 いL幌 新川)

〔保健・体育〕上 杉 正 三 いL幌 東豊)

〔養  護〕角 張 裕 信 (本L幌 北)

〔芸  術〕齋 藤 幸 雄 (旭 川凌雲)

〔英   語〕瀬 戸   正 (石 狩 南)

〔家  庭〕新 沼  明 いL幌 南陵)

〔農   業〕河 村 英 二 (留 寿 都)

〔工   業〕本 田 清 一 (札幌琴似工)

〔商   業〕横 尾 栄 二 (札幌啓北商)

〔水   産〕齋 藤  隆 1/1ヽ 樽水 産)

〔情  報〕成 田 雅 昭 (釧 路江南)

部 長〕

司 OL幌 東 陵)

男 (函 館 稜 北)

行 (奥   尻)

行 (真   狩)

春 (南   幌)

幸 (旭 川 農 業)

務 (増   毛)

朗 (豊   富)

洋 (網走南ヶ丘)

吉 (釧 路 工 業)

雄 (標   津)

芳 (清   水)

夫 (鵡   川)

徳 (平   取)

田

崎

一昌
尾

浮  ~
寿 春

〔本部事務局〕北海道札幌旭丘高等学校

五 田 喜 克  川 瀬 雅 之  成 田 英 行

平成21年度 地区支部、教科部会事務局

〔地区支部〕

支 部 名 事 務 局 校 事務担当者 事 務 局 校 所 在 地 話 FAX

狩

島

山

志

知

川

萌

谷

走

路

室

勝

振

高

石

渡

檜

後

空

上

留

宗

網

釧

根

十

胆

日

尻

狩

幌

津

水

奥

宣
（

南

標

土
同

平

札 幌 東 陵

函 館 稜 北

旭 川 農 業

増   毛

豊   富

網走南ヶ丘

釧 路 工 業

鵡   川

取

井口 郁将

浅野  敏

小林 茂広

田村 弘樹

中野 潔明

大関 俊郎

吉田  聡

宮上 秀仁

上野 直幸

山時 俊一

飯田 知男

西  博道

谷  昭憲

長田  淳

007-8585

041-0802

043-1402

048-1611

069-0238

079-8431

077-0297

098-4100

093-0031

085-0821

086-1652

089-0123

054-0032

055-0107

札幌市東区東苗穂10条 1丁 目2番21号

函館市石川町181番地8

奥尻郡奥尻町字赤石411-2

虻田郡真狩村字光6番地

空知郡南幌町元町3丁 目2番地1号

旭川市永山町14丁 目153番地

増毛郡増毛町南暑寒町2丁 目38

天塩郡豊富町字上サロベツ475

網走市台町2丁 目13番 1号

釧路市鶴ケ岱3丁 目5番 1号

標津郡標津町南2条西5丁 目2-2

上川郡清水町北2条西2丁 目2番地

勇払郡むかわ町4丁 目2番地

沙流郡平取町本町109-2

011-791-5055

0138-46-6235

01397-2-2354

0136-45-2357

011-378-2248

0166-48-2887

0164-53-2134

0162-82-1709

0152-43-2353

0154-41-1285

0153-82-2015

0156-62-2156

0145-42-2085

01457-2-2709

791-5095

46-6236

2-2354

45-3514

378-2629

48-1360

53-1325

82-1194

43-4451

41-1287

82-2021

62-2097

42-2085

2-2849

-5-



〔教科部会〕
教 科 名 事 務 局 校 事務担当者 事 務 局 校 所 在 地 電  話 FAX

国   語

地歴 。公民

数   学

理   科

保 健 体 育

養   護

芸   術

英   語

農   業

工   業

商   業

庭家

産水

達
目

札 幌 東

北 広 島

札 幌 啓 成

札 幌 東 豊

札 幌 工 業

石 狩 南

札 幌 南 陵

留 寿 都

札 琴 似 工

札 啓 北 商

小 樽 水 産

札 幌 北

山序平

朋有

遠藤  彰

西嶋 潤一

白川 淳一

三浦 治彦

小松 泰宏

関  澄恵

水上夕規子

松ヶ瀬 章

高橋 理緒

宮川 明子

中谷 真樹

飯野 修一

堀井 亜希

奥村  稔

062-0935

003-0809

061-1112

004-0004

007-0820

060-0820

002-8504

061-3208

061-2292

048-1731

063-0833

005-0841

047-0001

001-0025

札幌市豊平区平岸5条 18丁 目1番2号

札幌市白石区菊水9条 3丁 目

北広島市共栄305-3

札幌市厚別区厚別東4条8丁 目6-1

札幌市東区東雁来町376番 1

札幌市北区北20条西13丁 目

札幌市北区屯田9条 7丁 目

石狩市花川南8条 5丁 目1番

札幌市南区藤野5条 10丁 目478番地1

虻田郡留寿都村留寿都179-1

札幌市西区発寒13条 11丁 目3-1

札幌市南区石山1条2丁 目15-1

小樽市若竹町9-1

札幌市北区北25条西11丁 目

011-812-2010

011-811-1919

011-372-2281

011-898-2311

011-791-4171

011-727-3341

011-773-8200

0133-73-4181

011-591-2102

0136-46-3376

011-661-3251

011-591-2021

0134-23-0670

011-736-3191

812-2049

811-3952

372-2185

898-2313

791-9116

727-3344

773-8300

73-4184

591-2107

46-3386

661-3252

591-2023

23-4553

736-3193

[部会長校] 国語 (大麻)  理科 (札幌新川)  芸術 (旭川凌雲) 情報 (釧路江南)

平成 21年度 会員登録状況

・追加登録は6月 15日 (月 )～ 10月 23日 (金)です。
(平成21年 6月 29日 現在)

事務局 か ら

長雨の後、急に蒸し暑い毎日が訪れました。 5月 に総会を迎え、気づくと会員登録も終わり、会報発行

の時期となりました。

懸案だった地区支部業務の軽減化は、会計業務を本部事務局に集約することで、地区支部ごとの会計役

員の選出や会計監査報告等の業務が不要になりました。それを受けて石狩支部からは、石狩支部の規約改

正 (→会計役員や会計業務に関する規約の削除)についての問い合わせがありました。

なお、今年度からは、地区支部の運営に関する経費につきましては、「地区研究事業費」として本部事

務局に申請することになりますので、よろしくご承知おきください。

最後に、免許更新制や新学習指導要領など、学

校にも先生方にも多くを求められるなか、会員数

の減少を危惧しております。追加登録もできます

ので、是非、 1人でも多くの方に会員になってい

ただきますよう、よろしくご協力をお願い申し上

げます。

発行平成21年 7月

北海道高等学校教育研究会本部事務局

〒064-8535札 幌市中央区旭ヶ丘 6丁 目5番 18号

北海道札幌旭丘高等学校内
TEL 011-513-2238
FAX 011-513-2244

国語 地歴公民 数学 理科 保健体育 養護 芸術 英語 家庭 農業 工業 商業 水 産 情報 合計 前年合計

石狩 153 142 169 127 47 60 174 1。 152 1,200

渡島 39 185 198

桧 山 46

後志 172 184

空知 21 150 182

上 川 242

留萌 53

宗谷 60

網走 158 229

釧 路 108 139

根室

十勝 175

月旦振 24 20

日高 0 70

合計 272 348 347 366 83 132 84 167 84 2,708 /
前年合計 395 360 309 125 164 84 205 86 / 3,049

会員数の推移

年度 平 5 平 6 平 7 平 8 平 9 平10 平11 平12 平13 平14 平15 平16 平 17 平 18 平 19 ヨ五20

会員数 4,945 4,807 4,777 4,338 4,064 4,167 3,849 3,686 3,595 3,521 3,466 3,362 3,232 3,142 3,063 3,049
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